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理工学部 物質生命理工学科： 学修ヷ教育目標 科目 ルヸプ別 リ ュラムヷフロヸ  201 年 以降入学生適用  

   

人材 養成 関 目的  

■理工学部 

基礎教育を 視 伝統的 分 わ い学際的 専門教育を充実 せ 急

技術革新 自然 共生 持続発展型社会 実現等 現代社会 抱え 多く 複合的 諸問題

果敢 取 組 幅広い素養を持 た人材を養成 を目的  

 

  ■物質生命理工学科 

物質ヷナノサ エン 化学ヷラ フサ エン 及び環境ヷエネル ヸ いう 端的 分 を

設定 化学 物理及び生物 ロ ヸバヸ た境界領域 系統的 教育

多元的 視点 柔軟 思考及び豊 発想力を養い 変化 激 い分 活躍 人材を養成

を目的  

 デ プロマヷポリ ヸ DP  

理工学部 各学科 学年 指 教授を配置 年次後期 開講 実験ヷ演習 い 各教員 少人数

学生を担当 細 教育指 を行 い 一 学期中 試験 演習 レポヸトを積極的 取 入 た 授業

学生 質疑応答 を考慮 た総合的 厳正 評価を評価 基 い い 単位 修得を認定 い  卒業研究 い

研究発表会を開 多人数 教員 関与 単位 修得を認定  幅広い教養 各学科 科学技術ヷ基盤技術分 専門知識を身

た卒業生を送 出 く質 確保 努 い  

基礎科目 専門科目 を系統的 学ぶ 次 掲 能力を有 学修を通 計

画力 実行力 問題解決能力 及び 発表力 を身 た学生 学士 理工学 学位を授与  

 成蹊教養 リ ュラム及び理工学部共通科目 学修を通 幅広い教養 社会性ヷ国際性を身 い  

 基礎的 計算手法やコンピュヸタリテラ ヸ 安全管理等 学修を通 科学技術者 基礎 社会 実践的 ルを身

い  

 科学 基礎 数学 物理 化学 生物及び理学基礎実験 学修を通 理工学全般 理解を深 科学技術 対

多元的 視点や柔軟 科学 ン を身 い  

 物質生命理工学科 必要 基礎的 知識 技法を身 テヸマを絞 た 専門性 高い分 を体系

的 学修 社会 実践的知識を身 い  

 各年次 配当 た実験科目及び輪講 卒業研究 取組を通 知識基盤社会 進展 貢献 う 科学技術力 課題を発

見 解決 能力 プレ ンテヸ ョン能力を身 い  

 

 

※ 年次後期 配属 研究室 物質ヷナノサ エン 分 化学ヷラ フサ エン 分 環境ヷエネル ヸ分 研究 た あ 履修 望 科目 い 履修モデルを参照  

 

科目 ルヸプ  

学修ヷ教育目標 

 科  目 

ルヸプ 

  年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数  

   プレ(第 )タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム  

                      

DP  

成蹊教養 リ ュラム及び

理工学部共通科目 学修を

通 幅広い教養 社会

性ヷ国際性を身  

 成蹊教養 リ ュラム 科目 内容等 成蹊教養 リ ュラム：学修ヷ教育目標 科目 ルヸプ別 リ ュラムヷフロヸ を参照   

                     

 
学
部
共
通
科
目 

一般共通 
  海外研修  海外研修  海外研修  海外研修  海外研修  海外研修   

        科学技術 最前線     発明 特許         

 成蹊国際 

コ ヸ  

  ※ 成蹊国際コヸ 科目 い 理工学部 

履修要項を参照  

  デヸタサ エン             

     身体運動 科学的基礎             

 
上級共通 

  ※ 上級共通科目 理工学特別選抜コヸ  

 所属 学生 履修可  

     理工系社会人基礎力  デ ベヸト         

        実践科学研究 ル  科学英語         

                       

DP  

基礎的 計算手法やコンピ

ュヸタリテラ ヸ 安全管

理等 学修を通 科学

技術者 基礎 社会 実

践的 ルを身  

  

科
学
技
術
者 

 
 

基
礎 

                    

 
基礎計算法 

   理工学計算演習                 

                    

            注  科目名を囲 い 枠 意味 次 あ   

 
コンピュヸタ 

   基礎コンピュヸタ演習           必修科目    準必修科目   選択科目  

                       

            注  水色 網掛 科目 実験科目 あ を表 Ｐ     

                       

DP  

科学 基礎 数学 物

理 化学 生物及び理学基礎

実験 学修を通 理工学

全般 理解を深 科学技

術 対 多元的 視点や

柔軟 科学 ン を身

 

 

 

理
工
学

基
礎 

数 学 

  解析キ  解析ギ    解析ク  解析グ             

                    

   線形数学キ  線形数学ギ                 

                     

 物 理   基礎物理学キ  基礎物理学ギ                 

                     

 化 学   基礎化学キ  基礎化学ギ                 

                     

 生 物    基礎生物学                 

                     

 地 学    地学概説                 

                     

 実 験    理学基礎実験                 
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科目 ルヸプ  

学修ヷ教育目標 

 科  目 

ルヸプ 

  年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数   年次 配当科目ヷ単位数  

   プレ(第 )タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム   第 タヸム 第 タヸム  

                     

      注   囲わ た科目 必修科目    囲わ た科目 準必修科目   囲わ た科目 選択科目を表        
                     

      注   基礎科目   応用科目   発展科目を表           

                     

DP  

物質生命理工学科 必
要 基礎的 知識 技
法を身 テ
ヸマを絞 た 専門性
高い分 を体系的 学修

社会 実践
的知識を身  

 

専 
 

 
 

門 
 

 
 

科 
 

 
 

目 

        統計学入門    フヸリエ解析  安全管理       

            多次元計測  工場管理通論       

                   

                   

                   

 

物質ヷナノ 

サ エン  

      一般力学            

       子力学キ     子力学ギ        

                  

       電磁気学キ  電磁気学ギ    電気力学        

        電気電子回路    基礎 学        

                  

       熱力学キ  熱力学ギ           

                  

       固体物性キ      固体物性ギ       

       固体構            

                  

        物理 ミュレヸ ョン    ナノテ ノロ ヸキ  ナノテ ノロ ヸギ       

         計算ナノ物理           

                   

         機器分析キ     機器分析ギ       

                    

                    

                    

                    

  

化学･ラ フ 

サ エン  

   無機化学キ    無機化学ギ         
卒業研究キ  卒業研究ギ  

 

     有機化学キ    有機化学ギ          

                   

         有機反応機構     有機立体化学       

                   

         高分子化学    食品化学  脂質生化学       

         分子 薬化学    香粧品化学        

                   

        分析化学キ  分析化学ギ    有機機器分析        

                   

        分子生物学  生物有機化学    バ テ ノロ ヸ  遺伝子工学       

        生物物理学  生化学    糖鎖工学        

                    

                    

                    

                    

  

環境ヷ 

エネル ヸ 

      物理化学キ  物理化学ギ           

                   

        化学工学キ  化学工学ギ    反応工学        

                   

        エネル ヸ工学  環境工学キ    環境工学ギ        

         バ エレ トロニ    環境触媒化学        

                   

         反応 論    粉体流体工学  資源リサ ル工学       

            無機材料合成  分離精製工学       

                    

DP  

各年次 配当 た実験科
目及び輪講 卒業研究 取
組を通 知識基盤社会
進展 貢献 う 科学技術
力 課題を発見 解決 能
力 プレ ンテヸ ョン能力
を身  

                   

                   

 輪 講            物質生命輪講キ    物質生命輪講ギ    

 
実 験 ヷ 

卒業研究 

                 

   実験基礎講  理学基礎実験    物質生命実験キ  物質生命実験ギ    物質生命実験ク  物質生命実験グ       

                  

               

     ※実験系科目 輪講を含 水色 網掛 を付 い 理学基礎実験 理工学 基礎 配当科目       

                   
 


